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核融合発電実現に向けて、対向材への水素同

位体吸蔵挙動の解明が重要課題となっており、

タングステンにおいても重水素プラズマ照射

研究が数多く行われてきた[1-7]。しかし、重水
素プラズマ照射から吸蔵量計測までの試料の

保管時間・保管環境が吸蔵量結果に与える影響

は明らかになっておらず、その解明はこれから

の水素同位体吸蔵研究の指標となり、吸蔵され

た水素同位体の挙動解明につながる。そこで本

研究では、真空中・大気中・液体窒素中でのタ

ングステンの重水素吸蔵量の経時変化の解明

を目的とし、小型高密度プラズマ照射装置

(Compact Divertor plasma Simulator)を用いてタ
ングステン試料に重水素プラズマを照射し、

TDS計測によって吸蔵量を計測した。
本実験では、アライドマテリアル製のタング

ステン（φ10 mm×0.3 mm）を空冷機能付試料台
に設置し、電子加熱により試料温度を 350 Kま
で加熱した後、その温度を保ちながら重水素プ

ラズマを照射した。入射イオンエネルギーは

~65 eV、重水素粒子束は~2×1021 D m-2s-1で照射

を行った。試料温度計測には熱電対を、プラズ

マパラメータ計測にはスキャニングプローブ

を用いた。照射終了後、試料を特定の条件で保

管した後、TDS 装置を用いて，重水素吸蔵量を

計測した。保管条件は、真空中での 3日間、27
日間、大気中での 3日間、27日間、液体窒素中
での 3日間、保管期間無しの計 6パターンであ
る。

図 1に、計 6パターンの実験で得られた重水
素吸蔵量の経時変化を示す。このグラフは横軸

が経過時間、縦軸が重水素照射量に対する吸蔵

量の割合を表している。この結果より、重水素

プラズマ照射から TDS計測までの保管期間に
伴い重水素吸蔵量は指数関数的に減衰するこ

とが明らかになった。また、保管環境によりそ

の減衰速度が変化することも明らかになり、そ

の時定数は真空保存で 1.3日、大気保存で 3.3
日となった。さらに、液体窒素保管ではその時

定数はより大きくなると予想される。このよう

な結果になった原因として、真空中に比べ大気

中と液体窒素中では試料表面に存在する不純

物が重水素の表面再結合を阻害すること、真空

中と大気中に比べ液体窒素中は温度が低いた

め拡散係数が小さくなることが考えられる。今

後、液体窒素中で 27日間の保管期間を設ける
パターンでも実験を行う予定である。
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図.1 各保管環境における重水素吸蔵量の
経時変化
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